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ー 橋梁デザインに現れる地域文化 ーー 橋梁デザインに現れる地域文化 ー

『土木のイメージ変遷年表』土木学会誌2014年1月号より



一般の方々も土木に
着目するようになってきた

ドボク萌え
●

ブラタモリ
●

土木展
●

・・・

土木の内側からも
多角的に位置づける活動が行われはじめた

土木コレクション HANDS+EYES
●

どぼくカフェ
●

オンライン土木博物館 ドボ博
●

・・・



オランダ在住時に
大量の土木構造物を見て回った

そして、それらの「デザイン」のテイストが
国や地域によって大きく異なることに気がついた

▼

根ざしている文化が投影されているのでは 

そもそもインフラ施設は、
地理・地形・気候などの

環境条件に起因する地域特有の課題に
個別に対応してつくられている

そこに生まれる「感動体験」や「面白さ」は
「鑑賞」の出発点として十分な価値がある

圧倒的なスケール感やリアリティー
機能優先のダイナミックな造形

大胆さと織密さの混在
・・・



インフラ施設を『観光対象』とすることで
地域の成り立ちを深く知ることができる

▼

インフラツーリズム

インフラストラクチャーは、
文化の中で位置づけられることにより、
はじめて技術的にも機能的にも

完全なものとなる

『鉄道橋のデザインガイド』（鹿島出版会、2013）より
（たぶん）ヨルク・シュライヒの言葉



この話を逆側から見てみよう
▼

本日は「橋のデザイン」から
欧州文化を切り取ってみる

（これが「ドボクで再発見」という試み）

フランスのシャレオツドボク









どうやらフランス人ってのは、
自己愛が強いのに意外と寛容で、

派手な方向に洗練させたがるらしい

ドイツのかたぶつドボク









どうやらドイツ人ってのは、
まじめで、かたくなで、

合理性を信仰しているらしい

オランダのへんてこドボク







どうやらオランダ人ってのは、
寛容で、おおざっぱで、

コンセプトには素直らしい

ベルギーのダサかっこいいドボク









どうやらベルギー人ってのは、
いいやつなのに、実直で地味なので、

おいしい目にありつけないらしい

スイスのしたたかドボク









どうやらスイス人ってのは、
まじめで、自律的で、

抜け目ないらしい

橋梁デザイン（設計）は地域文化を担っている



日本ではどうですか 
●

自分自身の「アイデンティティー」を
探求し続ける姿勢が不可欠

昨年６月、インフラツーリズムの
ガイドブックを出版
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